
 

『価値循環が２２世紀成長モデル 松江英夫氏が講演―財務総政研』 
 

 財務省の研究機関、財務総合政策研究所は外部有識者等による講演会を毎月開催しており、その内

容をホームページで公表している。５月１８日にデロイトトーマツグループ執行役の松江英夫氏が「人口

減少を乗り越える新成長戦略～価値循環が日本を動かす」と題して講演した。松江氏はヒト・モノ・デー

タ・カネという「４つのリソース」の循環と、人口減少下でも増加する「４つの機会」を掛け合わせ、新たな需

要創出の機会を切りひらく「価値循環」という考え方が、２２世紀型の成長モデルとしてこれからの世界

全体の羅針盤となる可能性を秘めていると強調した。講演内容によると、

日本は２０１０年以降名目ＧＤＰ（国内総生産）で、米国、中国に大きく引

き離され国民一人当たりＧＤＰも世界２５位だ。人口減少下にあり、賃金、

消費は低迷していると指摘した。こうした現状を打破するには「価値循

環」が極めて有効であり、４つの機会とは（１）グローバル成長との連動

（２）リアル空間の活用・再発見（３）仮想空間の拡大（４）時間の蓄積が生

み出す資産―を指すとしている。価値循環の考え方を環境・エネル

ギー、モノづくり、観光など５つの領域に当てはめ、日本の課題と強みが

交差する１０のテーマに関し具体的な需要創出シナリオを提示した。 

 

『飲食業の倒産、１－５月急増 新型コロナ関連７割占める』 
 

 東京商工リサーチは２０２３年１－５月の飲食業の倒産動向調査結果を発表した。それによると、飲食

業倒産（負債１０００万円以上）は前年同期比７３．７％増の３３７件で、前年上半期（１－６月）の２３７件を

１００件上回った。新型コロナ関連倒産は２２６件（前年同期比９６．５％増）と約２倍に急増、構成比は約

７割に達し、コロナ禍の影響がジワリと広がっている。 

 業種別では、「食堂，レストラン」が９１件（前年同期比１０６．８％増）で

最も多い。以下、「専門料理店」の７２件（同８９．４％増）、「酒場，ビヤ

ホール（居酒屋）」の６９件（同３０．１％増）が続いている。「宅配飲食

サービス業」は２８件（同３００.０％増）、「持ち帰り飲食サービス業」は１

７件（同１１２.５％増）で、それぞれ大幅に増加した。 

 この２業種は「コロナ禍で需要が高まり、新規参入が相次いだが、コ

ロナ禍が次第に落ち着き、ブームの終焉とともに淘汰が始まってい

る」（同社）。倒産件数に占めるコロナ関連倒産の割合を見ると、「居酒

屋」が８２．６％（５７件）で最大。以下、「そば・うどん店」と「すし店」が各

７５．０％（３件）、「専門料理店」が７２．２％（５２件）で、これら４業種でコ

ロナ関連倒産の割合が７割を超えた。 
              

出典元：日本中小企業経営支援専門家協会(JPBM) ※本記事・内容の無断転載を禁じます 
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